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子どもの虐待と脳科学
―アタッチメント（愛着）の視点から―

2018年９月24日（月・祝）福岡女学院大学ギール記念講堂
講師：友田明美（福井大学 子どものこころ発達研究センター教授）

それでは、ただいまの内田伸子先生に続きまして、私、
福井大学から参りました友田でございます。本日はよろ
しくお願いいたします。
子どもの虐待と脳科学に関する診療と教育を一貫して

やってまいりました。言うなれば、30年ぐらい経ちます
が、子どもの発達、育ちに関する仕事をやってまいりま
した。今日は、先ほど内田先生も言っておられたアタッ
チメント（愛着）の視点がいかに大事かお話をさせてい
ただきます。
先進国では、少子化が再び進んでいます。安倍政権三

期目になり、一つの家庭にできれば子どもさんが２人、
できれば３人と1.8人を目標に言っておりますがなかなか
伸びません。リーマンショックが10年ぐらい続きまして、
フランスもなんとかもちました。アメリカ、フランス、
ドイツもそうですがなかなか少子化に歯止めがかかりま
せん。言うなればもうこの日本の社会は、超がつくほど
「超少子高齢化」と言ってさしつかえがありません。33

世紀の日本には子どもがたった３人しかいなくなるとい
う資産が出ています。考えられないでしょうけれど、こ
のようなスピードで下がってきています。その中で、マ
ルトリートメントがあとをたたないという現実が浮かび
あがってきました。
この会場にいらっしゃるみなさま、マルトリートメン

トをご存知の方、知らなかった方、今日来られた甲斐が
ございました。この「マルトリートメント」というカタ
カナは何だろうと思われたのではないでしょうか。実は
日本語で「子どもと不適切な関わり」を意味します。ヘ
アートリートメント、ヘアーシャンプーをしたあとに髪
の毛がパサパサならないように使いますがそれはいい扱
いです。しかし、この「トリートメント」に「マル」が
つくと、「悪い扱い」「不適切な扱い」となります。この
マルトリートメントというのはWHOにも定義されてい
ます。医療者や関係者は、「マルトリートメント」は「虐
待」「ネグレクト」と同義と感じております。しかし、今
日私が強く申したいのは、この虐待とは言い切れないけ
れど大人から子どもに対するこの不適切な関わりについ
てです。これをすべて包括して「マルトリートメント」
と考えましょう。なぜかと言うと、今の時代は虐待を犯

罪扱いで終わる時代ではありません。「マルトリートメン
ト」は、子育て困難な家庭の SOSと考えましょう。
公的空間、私的空間、ここの隔たりがあまりにもあり

ます。この「マルトリートメント」という単語の定義を
使って、早い時期に先ほどのように、Fと Mのような
子どもさんが出てこないようにすることが、このマルト
リートメントを広めていく１つの大きな理由になります。
WHOのホームページには、大人の４分の１が子ども時
代に身体的虐待を受けています。この中には、激しい体
罰も入っています。そして、女性の５人に１人、また男
性の13人に１人は子ども時代に性的被害である性虐を受
けています。生涯に渡りこのマルトリートメントを受け
ると身体、精神の健康を損ないます。また、国の経済発
展、社会成長まで遅れてくるというような現実も分かっ
てきています。残念ですが、マルトリートメントは過去
最多でございます。なぜ、子どもと不適切な関わりであ
るマルトリートメントがあとをたたないのでしょうか。
今日はみなさまと考えていきたいと思います。
先月８月の終わりに厚労省から統計が出されていま

す。2017年までに13万件を超えました。これは対応した
件数です。虐待死は減っていますが、１週間に１人いる
ことになります。目黒の事件で有名になりましたが、結
愛ちゃんのようなお子さんが亡くなっています。他人
（ひと）ごとではございません。１週間に一人の子どもの
命、かけがえのない宝物の命が亡くなっています。しか
し、それ以外にも先ほどからも FとMのお子さんもそう
ですが、児童虐待、相談の件数が90年代からずっと右肩
上がりになっています。少子化の時代、宝物である子ど
もが、なぜこのようにしてマルトリートメントを受けて
しまうのでしょうか。５割が実の母親で、３割が実の父
親です。これは、なぜ母親がマルトリートメントをする
かということが文字通り考えさせられる数字です。どの
年もほとんどこのパーセンテージです。それは、主な養
育者が母親だからです。そして、１回では終わらず、児
童相談所が介入します。このようなマルトリートメント
を繰り返さないでください。これは「不適切な養育」と
言って大変なことになります。体や心にも後遺症が出て
きます。親は反省しますが、家庭に戻すとまた同じよう
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にマルトリートメントをします。あとをたたずに繰り返
してしまうので、どんどん増えていきます。
また、昔よくあった「鍵っ子」もマルトリートメント

です。両親が共働きで鍵を子どもに持たせて一人で留
守番させていました。これはアメリカの場合、多くの州
で法律によって罰せられます。場合によっては親が逮捕
されます。そのため、アメリカでは12歳以下の子どもが
いる家庭は、どんなにお金がないところでもベビーシッ
ター料を払い、代わりに見守る大人もしくはそれに代わ
るベビーシッターが子どもを見守ります。そして、親が
勉強会に行ったり、講演会に行ったりパーティーに行っ
たりします。つまり、これは１つのマルトリートメント
です。あとでどのような影響が出るかはご紹介いたしま
す。
さらに、小さいお子さんの前ではなくて、年頃、思春

期、青年期に向けたお子さんの前で、お父さんお母さん
が下着１枚でうろうろすることは、性的マルトリートメ
ントになります。また、例えば、子どもが嫌がるのに一
緒にお風呂に入りたがろうとすることです。もちろん２、
３歳ぐらいまでなら全然問題ありません。しかし、少し
ずつ年頃になってきて、お父さんが娘とお風呂に入るこ
とは、アメリカでは場合によっては罰せられます。３歳
の子どもと10歳の子どもでは同じ風景でも見る理解の仕
方、考え方、感じ方が違います。当然子どもだから入る
と思うことは違います。12歳、13歳を過ぎると、女児は、
おやじ臭がするからと父親と同じ洗濯機で衣類を洗って
欲しくないと言い出します。このように、少しずつ歳と
共に、発達と共に子どもは感じ方が違います。近所の方
にもぜひ、語り部となっていただきたいと思います。
さて、ここから少し深刻な話をします。この小さい時

期のマルトリートメントが、どうやら健康や寿命に及ぼ
す影響が分かってきています。これは1990年代に、のべ
１万７千人くらいの人を対象とした大規模な追跡調査研
究です。フェイリティ先生が指揮をとられて、小さい時
期にマルトリートメントを受けるとどのような影響が出
てくるか調査を行いました。ネグレクトや様々な虐待を
含めたマルトリートメントについてです。心の傷やトラ
ウマができ、さっきのことのように神経発達の混乱が早
い時期に出てくるのです。
これは、ピラミッドです。段々この神経発達の混乱が

次に出てくる社会的な障害となります。対人関係、人に
近寄らない、それから場合によっては暴力をふるいます。
動物虐待も含め、そのような社会的な障害、人と人との
関わりができないことや情緒的な障害、大人になっても、
不安や鬱がずっと付きまといます。そして、自殺を繰り
返します。自分は生まれてこなければよかったとずっと
繰り返すのです。そして、認知の障害です。これは文字
通り先ほど内田先生がおっしゃっていた IQ知能指数で
す。知能指数が環境を改善してもなかなか伸びにくくな
るということが分かっています。

これだけでは終わりません。健康を害する行動の異常
です。薬物や使ってはいけないアルコール、薬物汚染、
薬物依存、覚醒剤、それから大麻です。こういった使っ
てはいけない薬物に手を出してしまいます。そして、そ
の薬の効果が効いている時は気分がよくなりますが、効
果が切れます。そうすると、また犯罪を犯してでも手に
入れようとするのが薬物汚染です。それから心の病気で
す。そういった問題がどんどん出てきます。そして、そ
のような人たちは、小さい時期にマルトリートメントを
受けているのです。
虐待サバイバーとも言いますが、心の病気だけではな

く様々な病気、身体の病気、がん、高血圧それから糖尿
病。場合によっては長生きできない、社会に適応できな
い、そして生活保護を申請するようになります。恐ろし
いのは早死です。心臓疾患や肺がんにかかるリスクが生
涯３倍にも高まり80代まで生きられる人生が60代になり
ます。なんと20年も寿命が縮まるという現実も分かって
きています。
では、ここに集まっておられる方は、このような事実

を知って、何かご自分の立場で子育て、それから様々な
ご家庭の支援や教育に関わろうとしておられる、関わっ
ておられる、私はここが大事だと思います。予防です。
そして私たちのような研究者が、この科学的相違に関す
るエビデンスを見つけ、介入していく、ここにつきると
思います。
おそらく２年前に、タイチャー先生がこの辺は詳しく

お話になったと思います。うつ病、アルコールや薬物依
存、PTSD、これは心的外傷後ストレス障害と言います。
西日本の豪雨、それから去年、福岡でありました九州北
部の集中豪雨や東北の震災、そして阪神・神戸の震災
です。そのような震災でも恐ろしい記憶が蘇ります。こ
れが PTSDです。マルトリートメントを受けた経験が急
に蘇る、10年も20年も経った後、急に恐ろしい現場がま
ざまざとフラッシュバックとして蘇ります。これもまた
PTSDです。
それから、統合失調症です。精神疾患、心の病気の中

で大変難治性と言われています。しかし、この病気の発
病には、小さい時期のマルトリートメント体験が非常に
大きく関わっておりリスクが高くなります。つまり、家
庭的、遺伝的な負荷があっても、統合失調症は小さい時
期のマルトリートメント体験があると、発病しやすくな
ることがこの10年、世界各国でメタ解析されています。
もちろん、日本国内からも出ました。ヨーロッパやアメ
リカに、次々に出ました。そして、様々な人格障害を招
きます。境界性人格障害（ボーダーライン）、それから、
自己愛（ナルシスト）です。また、忘れてならないのは
乖離です。意識や記憶が飛んでしまうのです。
例えば、３ヶ月前、防犯カメラに小学校４年生の男の

子が万引きしているところが映りました。その子の診療
を私が担当しました。「この防犯カメラに映っているのは
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あなたかな」と聞きました。「ぼく覚えてない」とその子
は言います。顔、形はもう彼です。意識や記憶が飛んで
別の人格になるのです。これを乖離と言います。乖離性
人格障害です。これは二重人格、三重人格、多重人格と
なってしまい、このような心の問題になっていくのです。
しかし、巧妙がございまして、実はこのマルトリートメ
ントを、この世の中からなくすことによって成長の心の
トラブルが減ってくることが分かってきました。
うつ病の54％が、このマルトリートメントを無くすと

減ります。それから、依存症です。先ほどの薬物汚染は
65％なくなります。薬物乱用は薬物に手を染めることで
す。最初は薬物に手を染める、これを乱用と言いました
が、薬物乱用、これも50倍、自殺を繰り返すことは60倍、
静脈注射の薬物乱用は８倍近くになっております。ひい
ては、私たち国民の税金で成り立っている医療費の削減
にもつながることが分かってきています。私たちは、こ
れから少子化社会の中で考えていかなければならないの
です。このマルトリートメントを減らす取り組み、これ
を社会や私たち教育関係者がもっと積極的にやっていか
なければなりません。
そこで、私の専門でございます、子どもの発達に関す

る脳科学をここでご説明しようと思います。内田先生も
お話しされていますが、小さい時からずっと成長してい
く脳の成熟です。実は、今の脳科学で分かってきたのは、
この子ども時代がとても大事だということです。１歳の
時には何割の脳が育つか、４歳の時は何割か。言うなれ
ば、トマトです。青い小さな実がどんどん太陽の光と栄
養と水でどんどん成熟して真っ赤な完熟したトマトにな
ります。最終的に脳が育つには成熟のプロセスがあるの
です。それはなんと、20代の終わりということが分かっ
てきています。そうしますと、10代、20代に危ないこと
をいっぱいします。20代の方はまだいっぱい失敗や過ち
を繰り返してもおかしくありません。10代に家出をした
り教師に暴力をふるったり、友だちと取っ組み合いの喧
嘩をしたり、色々な過ちをします。衝動性があるのです。
しかし、その中で反省、更生します。神経回路の修復が
可能なのです。もちろん、30歳を過ぎても時間はかかり
ますが可能です。これにより、95％まで育つ黄金期のこ
の時期は特に大事です。このような時期にマルトリート
メント、いわゆる虐待を受けるストレスを受けますとど
うなるかを、私たちは研究で調べてまいりました。
先ほど、内田先生がご紹介された、アーモンドの形。

この脳の奥深くにあるまさにアーモンドの形を「扁桃体」
をいいます。これは、感情の中心と言われています。こ
こが先ほどのように、ネグレクトや様々なタイプのマル
トリートメントをずっと受けると暴走します。みなさん
には腎臓が背中側に２つ付いています。そこの上の副腎
という所から、ストレスホルモンをどんどん出すように
指令がいきます。そして、脳がストレスホルモンにさら
されて色々な問題が起こってくることが分かってきまし

た。
そこで、私はハーバード大学の精神科医のタイチャー

先生に会いました。私は３年間ボストンで留学していま
した。ここのステージ（2015年福岡女学院大学大学院
発達教育学専攻開設記念国際講演会）にも立たれたタイ
チャー先生です。患者さんではない一般の人、「患者さ
ん」と言うと、うつ病や PTSDの患者さんを集めた方が
容易に研究は進みます。しかし、あえて患者さんではな
い一般の人を1500名近くからその子どもの頃の思い出、
辛い思い出、楽しい思い出、興奮するような思い出、悲
喜交々の思い出、その中で受けたくなかったけれど受け
てしまった虐待、色々なタイプをそれぞれ一種類ずつ集
めたのです。驚くことにこの色々な脳の部位では、それ
ぞれのタイプによってその受けた虐待、マルトリートメ
ントの種類によって変化がありました。まず、これを詳
しくお話しさせていただきます。
まず、言葉による虐待です。電通で過労死した女性

は、上司から暴言を受けていました。受けてはいけない、
あってはいけない言葉の暴力です。言葉の暴力というの
は、身体に傷ややけどの跡はありません。しかし、相当
心に影響を及ぼすことがこれまで分かってきています。
そして、脳にいかなる影響を及ぼすのか、1000人近くを
調べました。４、５年かかる大変なプロジェクトをタイ
チャー先生と行いました。叱りつけ、囃し立て、侮辱、
非難、脅し、恐怖を与える、卑しめる、あざ笑う、火傷
など、どの１つをとっても受けてはいけない、そしてな
げかけてはいけない言葉の暴力です。家庭ではおろか、
学校や社会の中、職場でもそうです。私は、暴言虐待だ
けを受けた子どもさんをたくさん見てまいりました。今
も見ています。中にはゴミ扱いされる子もいます。「ゴ
ミ」と呼ばれます。可愛い名前があるにもかかわらず
「ゴミ」と呼ばれます。「おまえは産まれてこなければよ
かった」、「死んだほうがましだ」とずっと言われていま
す。そのような子どもたちが少なからず日本にもいます。

（スライド）
MRIを回します。これは、音や聞こえ、会話、コミュ

ニケーションに関わるとても大事な領域、聴覚野です。
この聴覚野は聴力に関わります。そこが肥大していまし
た。肥大ということは、変形していたということです。
普通は、ある時期、思春期前後からどんどん刈り込み、
盆栽で言えば剪定のようなことが起こり、効率性が良く
なります。しかし、まるで雑木林や雑草が生い茂った藪
の中のようになると、小さな大事な音が入りにくくなる
のです。
対人関係、人と人との関係、それから難聴にもなり

ます。場合によっては言葉を失うこともあります。そう
いった問題が出てきます。言葉は本当に身体に傷ができ
ません。しかし、甚大な影響が心だけではなく脳にも起
こります。それを、近所で暴言を普通に平気でやってい
るお父さん、お母さんいらっしゃいます。その時に、勇



24

気をもって語り部になっていただきたいです。「言葉の
暴力は子どもの脳に良くないですよ」と言うことです。
是非、伝えていただきたいエビデンスです。
それから体罰です。これも、色々な体罰の問題がス

ポーツ界で出てきています。体罰はやはりご家庭でも良
くありません。学校でもそうですが良くありません。し
かし、親御さんは一生懸命よかれと思い、しつけと思っ
てします。空回りしているというしか言えないような状
況です。それは、その親御さんが、小さい時におじい
ちゃん、おばあちゃん世代から体罰を受けて育ってきて
いるからです。親からの体罰を受けて成長してきている
ので、我が子にも子育てで、しつけということで体罰を
してしまいます。では、体罰はどういった影響が問題な
のか見てみましょう。
去年の５月に厚生労働省がキャンペーンをはりまし

た。「体罰は百害あって一利なし」です。普通は「喫煙
は百害あって一利なし」ですが、体罰は百です。これは
のべ111件の調査研究をすべて一緒にして、16万人もの
子どものデータを分析し直しました。親による体罰の影
響は、この直線から左側が望ましい影響、赤いところ、
この右側のグラフが望ましくない影響になります。全く
望ましい影響がないと分かりました。ネガティブな親子
関係や精神的な問題、反社会的な行動、強い攻撃性、特
に子ども時代に出てくるのはこの精神的な問題が反社会
性、強い攻撃性です。全くその望ましい影響は、子ども
が痛い思いをして結果的にその行動の修正、変容に役に
立っていないということが分かりました。

（スライド）
これはタイチャーラボで、私が解析した研究結果です。

前頭前野の中でも特に感情、気分そして犯罪抑制欲に関
わっている領域が小さくなっていました。想定外で驚き
ましたが、ここが阻害されると、うつ病も一緒になりま
す。それから素行障害といって、薬物に手を出したり非
行に走ったり犯罪に手を染めていきます。言うならば警
察の世話になります。どんどんこの世の中から犯罪が増
えていきます。こういったところに関わることが、長年
激しい厳しい体罰を受けてきたことになります。強い体
罰は子どもの脳に大きく影響すると分かってきました。
そして、海外では「ノースパンクチャレンジ」が言

われています。スパンクとは「スパンキング：お尻をた
たく」です。子育ての１つをとって、日本社会では古く
からずっと取り上げられたしつけです。これがノースパ
ンクの「お尻を叩かないでも子育てするように」という
キャンペーンが、どんどん欧米で体罰の是非論から発展
しています。
ようやく愛の鞭ゼロ作戦が去年の５月に出ました。体

罰ゼロの育児推進に厚労省がやっと乗り出しました。子
どもへの体罰は世界50か国以上が、法律で全面的に禁止
されました。しかし、日本は体罰の認識がまだまだ甘く、
成人男女の６割以上がまだ体罰に容認するという結果

が出ています。なぜかというと、法整備ができていない
からです。これを置き換えますと、今レストランでたば
こを吸う人はどんどん減っています。それは、法整備に
なって犯罪者として罰せられるからであり、法律の法案
ができたということは、たばこを公共の場で吸ってはい
けないことです。当然、飛行機や JRもそうですが、法
整備が進むと、世界50か国以上の法律で体罰が禁止され
ているところは、見事に虐待が減ってきています。です
から、この体罰に関するこのキャンペーンはとても意義
があります。
健やか親子21のホームページからリーフレットが出来

上がりました。これはみなさま、どの方も無料でダウン
ロードできます。子育て支援の窓口、それから産婦人科
医の窓口そして助産師さんが使っておられます。子育て
サポートセンターでも無料で配られています。
ここに私の研究成果である、タイチャーラボでやった

研究成果が出ています。「体罰は百害あって一利なし」。
みなさまもこれをご活用なさってください。そして、近
くで一生懸命、空回りをして子育てをしている方々にお
声をかけてください。そして、もう１つ大事なことがあ
ります。「夫婦喧嘩は犬も食わない」と言いますけど、
激しい両親の諍い、DVこれを目撃させることはいわゆ
る心理的虐待の１つです。10年前以上に定義され、あと
を絶ちません。今は警察からの通告が増えています。こ
れが児童虐待、相談対応件数の増加に影響していると言
われています。
私が、最近よく経験するのは母親がお父さんを殴る蹴

るだけでなく、ひきずっていっています。お風呂場で、
お父さんが助けてくれと叫ぶ断末魔、髪の毛を引きちぎ
ります。それを別の部屋の兄弟三人が、震えながら聞い
ていると言います。もちろんそれは、児童相談所が介入
して施設に分離しました。面前でいう言い方を私は好き
ではございませんが、子どもの直前の、目の前のだけが
DVではありません。家庭という密室の中で、同じ部屋
にいなくても子どもは、その断末魔やその両親の諍いを
ずっと見聞きしています。それも DV目撃です。DV目撃
というのは、ここに書いてありますように、トラウマ反
応、心の傷の反応が生じやすいと言われています。そし
て、知能、語彙理解の低下です。もしかすると、Fくん
とMくんもそのようなことがあったのかもしれません。
このような語彙理解力の低下を招くというのもありまし
た。

DVの種類というのは暴力だけ、殴る蹴るの痣ができ
るだけではありません。ここはもう声を大にして申し上
げたいです。内閣府の調査によると、４件に１件の割合
で DVがあっています。その中には、殴る蹴るだけでは
なく、言葉の暴力、大事なものを目の前で壊す、日常的
な軽視、強力それから性的な強要、避妊の非協力、暴力
後のセックス、それから支配行動です。それから、社会
から孤立させる交友関係の遮断、情報や支援のアクセス
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私は、“子育て困難により傷つく脳 ”というようにし
ました。虐待により傷つく脳では、親を犯罪者扱いで終
わりで済まない時代になったからです。マルトリートメ
ントは「子育て困難」。後で詳しく申しますが、「寄り添
う」。マルトリートメントを繰り返す親も、「褒め育て」
をしないといけません。なぜなら、親が小さい時に褒め
育てられていないからです。子どもを「褒め育て」しな
いといけないですが、そのようなマルトリートメントを
繰り返す親にも、責める対応ではなくて寄り添う対応を
していただきたいです。

（スライド）
なぜかということを、分かりやすくイラストにしまし

た。トラウマのメカニズム、心の傷です。左側が皆さん
がお持ちの普通の記憶です。悲喜交々のまま小さい時
の記憶があると思います。これらは（記憶の）引出しに
しっかり整理整頓されてしまわれています。振り返るこ
とはないですが、小さい時に、虐待・ネグレクトを含む
マルトリートメントを受けるような子は、怒り、恐い、
ドキドキ、孤独感が溢れ返っています。溢れ返って蓋が
できないのです。しかも、このトラウマ記憶というのは、
些細な刺激でファーッと爆発してしまうということが分
かってきました。どういうことかと言いますと、その恐
ろしい記憶が、瞬間冷凍するのです。瞬間冷凍というこ
とは、何かのきっかけ、些細な刺激です。
例えば、私が相談にのっていた性虐（性的虐待）を

ずっと受けていた女性は、母親の新しい旦那さんから
ずっと被害を受け、その旦那さんの体臭に近い人の匂い
がすると、感情が溢れだすのです。また、暴言虐待を受
けてきた子どもさんは、成長につれて元気になるのです
が、やはり大人の男の人の怒鳴り声がしたらパニックに
なって暴れ、急にスイッチが入ったように暴れ出します。
このように自分は愛されていない、死ぬかもしれないと
恐い思いをし、これが未整理のままで、トラウマ体験を
思い出すような刺激があると爆発してしまうのです。

（スライド）
それをタイチャー先生は脳科学してくれたのです。こ

れは２年前の講演会（2015年福岡女学院大学大学院発達
教育学専攻開設記念国際講演会）でも出されたと思いま
すが、これは右側が虐待経験者。身体感覚を思い出す、
冷たい、痛い、寒い、こういった感覚を受ける「楔前部」
と言います。ここが楔前部という緑のネットワーク、中
継地点です。ここから様々な回路が入って、この身体感
覚の想起をします。これはネットワークが少ない方がい
いのです。生きづらさにつながらないからです。左側は、
健康な人、本当にすっきりしているのです。こんなにも
違いがあるのです。
もう一つおまけ。痛み、不快、恐怖にあたる前頭部、

この緑の中継地点、ここからのネットワークがすっきり
しているかどうかです。右側は、渋滞でぎゅうぎゅう詰
めです。ちょっとした刺激でパーンと出てくるのです。

の制約、日常の行動監視、経済的なものもあります。DV

家庭に育った子どもの健康は悲惨です。PTSD、うつ病、
不安障害おろか攻撃的な行動、自殺寄与、念慮、そして、
摂食障害である、拒食、過食、吐く、さらに、睡眠障害、
夜眠れなくなるということがあります。認知や行動発達
の遅れなど、ありとあらゆる問題が後遺症として出てき
ます。
視覚野の容積現象があるということが分かってきまし

た。これは「後頭葉」です。みなさんのこの後頭部に、
大事な視覚的、記銘力に関わる、それから視覚的な感情
の処理にも関わります。この大事な視覚野という部分の
容積が小さくなると分かってきました。その前に、身体
的な DV目撃、暴言 DV目撃、両親が激しく取っ組み合
いの喧嘩をするなど、どちらが影響あるかという研究も
してきました。
暴言 DVは、６倍以上悪い影響があります。身体的な

暴力よりも怒声や罵声、暴言の方がより子どもの脳に深
刻な影響を与えます。つまり、DV、日本語で家庭内暴
力と言います。ドメスティックバイオレンスを身体的な
DVに限定する理解は、心や脳にある甚大な影響を伺う
と被害を見えなくしています。つまり、身体に傷がある
と DV、身体に傷がないと DVではないかというと、そう
いうことではありません。６倍も影響があります。しか
も、親の学歴や両親からの暴言よりも、貧困の影響もこ
れだけ影響があるということが分かってきました。これ
も脳科学の大事なエビデンスだと私は自負しています。
先程も内田先生が詳しくおっしゃった、「脳梁」です。

これは、「脳（のう）」の「梁（はり）」と言います。右脳
と左脳をつなぐ感情の統合にとても大事な役割がありま
す。もちろん正常で女性が大きいです。その脳梁の容積
が、ネグレクトを受けると健常児よりも小さくなります。
これは赤毛ザルでも同じです。赤毛ザルで悲惨な実験

が行われました。サーチェスという女性の研究者が、赤
ちゃんザルを大人の親ザルから引き離し、ネグレクト状
態にし、後での成長が小さくなっているということを証
明したのです。しかも、集団行動に適応できなくなりま
す。だから子どもなサルなのです。そして様々な人間関
係、サル関係も悪くなり、喧嘩っ早く、攻撃性がありま
す。ですから、人間も同じように、タブレットやスマホ
ばかりの、ながら育児と言いますか、赤ちゃんの時、授
乳中からずっとお母さんがタブレットや携帯を扱って
いると、子どもと目と目で触れ合うなどのコミュニケー
ションが取れなくなってしまいます。スキンシップがな
く、ネグレクトがひどくなると、脳の問題が出てくると
いうことが証明されました。
今日、私の研究成果を出しましたが、激しい体罰や暴

言、親の DVを見聞きすることで脳が変化したくなくて
も、変容していくということが分かってきたのです。こ
れは大変なことです。これがどうやって回復するか、後
半でお話し致します。
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そこで回復、やはりアタッチメントです。アタッチメ
ントがその解決、回復のアプローチの大事なキーワード
と思ってください。なぜかというと、内田先生がお話し
され、証明されたように、愛着の再形成が可能だからで
す。アタッチメントは色々な意味で子どもの育ち、この
指標になります。目と目で見つめ合う、それから手と手
で触れ合う。３つ目は何でしょう。愛着に大事なのは、
微笑みです。それから笑いかける、語りかける、ハグで
す。母親だけではありません。父親、それから養育者、
いわゆる祖父母、それから乳児院の先生でもいいです。
保育園の先生、場合によっては学校の先生や養護の先生、
色々な方との間に愛着の再形成がもちろん可能です。で
すから、誤解をしないでいただきたいのは母親だけでは
ないということです。
この安定した愛着が形成されると、親や養育者は、い

うなれば子どもにとって港になります。そうすると港か
ら小さな船がいつか外の海に向かって出港していかない
といけません。それが社会性に対する育ちです。社会性
の発達。その時その外の海は、嵐に遭うかもしれない。
場合によってはその小さな船ですから、エンジントラブ
ルになるかもしれない。その時に、安定した安全基地の
港が機能してれば、子どもはその怒りや衝動性をちゃん
と自分で沈めて、また航海に行くのです。ですから、こ
の親、養育者、安定したその安全な基地は、まさかの避
難場所にもなるわけです。それが不安定であると、子ど
もは社会性の発達に支障をきたしてしまいます。不適切
な養育、いうなればマルトリートメントを引き起こすの
が愛着障害です。
家庭で日常的に怒鳴られたり、ネグレクトを受ける。

親が気分で、スマホをしていない時にだけ声をかける。
そのような、ながら育児をしますと分離不安になります。
親が出かける時に後追いもしない、泣きもしない、そ
して再会場面でもキョトンとしている。場合によっては
寄って行かない。そういった不安定な愛着が形成されま
す。広くとって３歳以前と言われるかもしれませんが、
私は５歳以前でも養育者との情な関係が大切であると
思っています。怒りや衝動性のコントロール障害が出て
しまうと、それが、子どもの育ちに多大な影響を与える
わけです。
そして、今、発達障害、神経発達症、発達障害のバブ

ルと言われています。何か子どもの問題行動があるとす
べて、学校の先生や保育園の先生は発達障害という診断
をしたがるのですが、似て非なるものが出ています。こ
れが愛着障害のコアです。
実は、アタッチメント障害、愛着障害はスペクトラム

です。自閉スペクトラム症などがあります。アタッチメ
ント、愛着の適応レベルがあるのです。適応的か不適応
か、連続しているということをもう既にジーナやヴォー
リス先生たちが言っているのです。安定型、不安定型そ
して、おざなり型、未解決、回避。この辺りまではいい

けれど、安全基地のゆがみがあると愛着障害となります。
そして、最重症系がアメリカの精神学会の診断基準の、
反応性愛着障害、脱抑制対人後遺症。こうなると大変で
す。里親さんも子育てに苦労されます。施設に入られた
子どもさんも色々なお子さんが、私の診療に紹介されて
来ます。この辺りが愛着障害です。程度の差があるので、
一側単にこれということは言えず、レベルが色々あると
いうことです。
典型的な症状をお示しいたします。内向きな場合は他

人に対して無関心、用心深いと言います。これは先程も
ありました、Fと Mのところです。イライラしやすい、
集中力、学習の意欲がない、多動、落ち着きがなく友だ
ちとのトラブルが多く、喧嘩が絶えません。そして、こ
れも特徴ですが、初対面でも人見知りが全くなく、すり
すりすり寄ってきます。とても馴れ馴れしいのです。こ
れは人と人との距離感が保てず、遠慮もありません。こ
れが非常に特徴的な愛着障害の症状でございます。
「この子は視線が合わない」、「自閉症じゃないか」と

10人中10人の医療者が診断してまわってきた、９か月の
赤ちゃんの貴重なケースです。「アイコンタクトがない、
おもちゃを振りかざしても目が合わない、それから、名
前を呼んでも振り向かない、お座りが出来ていたのにで
きなくなった。」つまり、退行現象が出ていました。民生
委員や小児科医、看護師、それから児童相談所のスタッ
フ、児童員、保健師は色々な事例検討をしました。する
と実は、おばあちゃんからの暴言虐待を受けていたので
す。体の傷はありませんでした。９か月のこの赤ちゃん
をおばあちゃんから引き離したのです。

（映像視聴）
そうすると、おばあちゃんから引き離して、わずか３

週間で視線が合うようになり、笑顔が似合う赤ちゃんに
なったのです。そして、これは発達障害の一つである自
閉スペクトラム症とは違うなと思いました、私に教科書
的なインパクトを与えたケースです。
愛着障害というのは、非常に奥が深いのです。しかし、

だから愛着が大事なのです。実は、愛着障害の有病率は
子どもの２%と言われています。社会的養護を受ける子
どもの４割です。これはすごいことです。施設養護、そ
れから里親。今、厚労省が去年から里親養護に７年後に
70%まで引き上げる数値目標を打ち出しました。このよ
うな中で見ていかないといけないのです。
そこでご褒美を感じる脳の働きを調べることにしまし

た。その研究の動機づけは、愛着障害を持つ子どもとい
うのは、怒られてもフリーズしますが、褒められても固
まる姿があったからです。褒められて響かないのは何故
だろうとずっと思い、脳研究をすることになったのです。
目標に向けて私たちを動かすエンジンがドーパミンと

言います。神経伝達物質です。これは皆様が、プレゼン
トをもらったり、家族から褒められたり、それから、社
会では、部下が上司から褒められたりすると、その部下
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もまた明日からの頑張るぞと思います。また、勉強する
ぞと目標に向かって私たちを動かすエンジンである神経
伝達物質が出ます。これは、達成感にも関わります。や
る気の源はドーパミンです。これがどのような働きなの
か。お子さんにMRIに入って頂き、寝ずに、お小遣いを
チャリンチャリンとあげるようなカードゲームで、当た
れば60円、当たらない時は０円という研究をしました。
これは福井大学で、これだけの論文をおかげさまで出

させていただきました。今日は最新の論文の結果をご紹
介したいと思います。
一つは、ご褒美であるお金をあげた時の脳科学。左側

が健康な定型発達のお子さん。右側は、愛着障害を持つ
お子さん。どこが違うか、もう見て分かるでしょう。
前兆体といって、お金をもらった時に、ヤッターと

思ってドーパミンが出ます。この働きが落ちてくると
なって、私は愕然としたのです。「この子たちはお小遣
いが響かないんだ」と。
それから、トークンエコノミーといって、私たちが喜

んでスーパーやドラッグストアでポイントやシールをた
めるでしょう。響かないと分かってちょっと愕然とした
のですが、喜び・ご褒美の脳活動が弱いということがよ
りよく分かりました。しかし、みなさんここでめげない
でください。脳科学が物語っているのは、「この子ども
たちを普通の子ども以上に、褒め育てをしなさい」とい
うことです。
一筋縄ではいきません。根気よく根気良く、気長に気

長に話を聞いてあげたり、認めてあげたり、出来高評価
をし、そうすることによってドーパミンが出るようにな
るのです。
それから感受性期、これは臨界期です。どのような時

期に一番、虐待、ネグレクト、マルトリートメントを受
けやすいのか。これはタイチャー先生も研究しておられ
ます。ご褒美が感じられない脳になるということは、イ
コール、薬物汚染に入っていきます。これはどんな時期
に一番こういう脳になってしまうのか。お腹にいる時か、
赤ちゃんの時か、幼児か、思春期かと思い検討したので
す。そうしましたら、驚くなかれ、生後１歳です。この
時期に、虐待、ネグレクトを受けると、最もそのご褒美
の脳活動が低下するような脳が作られていくということ
が分かってきたのです。
そうすると、お腹の中にいる時は問題ないと思うで

しょう。違うのです。やはり母体が偉いというのは、お
腹の中にいる時は胎盤が、お母さんのストレスホルモン
をブロックしてくれます。本来はもっと高いはずです。
しかし、お母さんが DVストレスなどを受けても、赤ちゃ
んにそのストレスが行かないように胎盤がブロックして
くれています。すごい摂理だなと思いました。だからと
いって、０歳や妊娠中は「大丈夫だよ」「放って置いて
いい」ということではありません。そこはお間違いなく。
ただ、１歳頃の早い時期に、待ったなしだということで

す。
それから視覚野の特定部位が小さい、しかも、視覚野

の容積が小さい人ほど問題行動が大きいということも証
明致しました。
そして、今年新しく出たこの視覚野の容積に影響する

愛着障害のお子さんたちの視覚野、感受性期というのを
調べましたら、生後４歳から７歳、この時期も影響を及
ぼしています。特に５、６歳、この時期に一番、愛着障
害のお子さんが虐待を受けていたら、この視覚野に問題
が出てくるのです。どういう問題が出てくるかは、後で
ご紹介いたします。
虐待の種類が重複していたり、やはりネグレクトです。

ネグレクトによってこの視覚野の問題が一番大きく出て
きます。これは、今年になって正式に報告致しました。
もう一つおまけ。これは驚く内容です。視覚野に関す

る感受性期のように、不安や PTSD回路があり、扁桃体
や海馬のような辺縁系の機能異常起こると、この視覚野
の感受性期、特に視覚野の容積に関連しているというこ
とが分かったのです。

（脳のCG画像）
これが扁桃体でアーモンドのような形をしています。

そしてここが視覚野です。ここが非常につながっていま
す。扁桃体は怒りや不安であり、これが、見事に記憶力
や学習能力に結び付いているのです。こんなに近い位置
にあるのです。ですから、視覚的な感情処理、こういっ
たところにも影響が出てくるのです。これが愛着障害で
す。対人関係などの問題、場合によっては解離、様々な
症状に出ます。そして怒りや不安、こういった視覚野の
容積にまで影響を及ぼすということが分かってきました。
治らない傷へのアプローチ、ここからが大事です。内

田先生もおっしゃっていた、レジリエンスです。発達の
特性や愛着、トラウマ、これこそ心の傷が回復すること
が大事です。治る傷であるということも徐々に証明され
ていきました。

2008年に最初に出たのですが、その後、海馬の蒲柳を
あげる、前頭葉の機能が上がる、扁桃体の暴走が起きる
ということが出されました。それから私たちの福井大学
初で、逆境と意見からの心的外傷の成長、これにどれが
関わっているか、みなさん知りたいでしょう。なぜなら、
これは予防に繋がるからです。実行機能やワーキングメ
モリに関わっている領域、これは脳の前頭前野の一部で
すが、個々の働きが良いということは脳の回復が早いと
いうことが分かってきたのです。つまり、この辺を刺激
するのです。
ジグソーパズル、それから認知行動療法もそうですし、

マインドフルネス、瞑想、ヨガです。それから運動、特
に体操、日々のいわゆる体操が良いです。NHK体操、ラ
ジオ体操があります。そのような体操で前頭葉機能を上
げることによって、心的外傷の成長がうまくいくという
ことが分かってきました。
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頭を働かすことによって、脳のとある部分の回復が早
くなるのです。それから愛着障害の脳活知の変化が起こ
ります。これは線条体の機能が落ち、ドーパミンの出が
悪くなっているといいましたが、ちゃんと回復していく
のです。
私が非常に丁寧に見ていた子どもで嬉しかったケース

があります。それは、「お父さんにありがとう」と言った
のです。私の外来に来るまでは、お父さんに刃物、特に
包丁を持ち出して脅していた子が、元気になったのです。
その子は、線条体から全くドーパミンが出てなかったの
です。そして、わずか７か月で出てくるようになったの
です。
このように、子どもの心は、癒されたら回復するので

す。それを強くメッセージとして出したいのです。小人
症の子どもも、身長が伸びるのです。ちゃんと環境を整
えると、身長や体重が伸びます。
それから、安心して生活できる場の確保です。愛着

の再形成、この援助がとても大事だということをぜひ分
かっていただきたいのです。そして、生活支援や学習支
援、特に学習支援は、出来高評価をしてください。子ど
のたちが伸びます。他の子と比べる必要はございません。
その子の認知機能を少しずつ上げていく、気長な支援を
してください。そして、フラッシュバックや回復に対す
る治療、これは専門的な治療が必要です。
今は親子対象のケア、PCIT、AF‐ CBTそれから先程

のように、箱庭を使った個人対象のものもありますが、
親子関係の対象の心理治療が、これからとてもキーワー
ドになります。箱庭は私どももやってます。プレイセラ
ピーもやってます。トラウママクロ療法は小さい子ども
には中々難しいです。
虐待介入、マルトリートメントと申しますが、介入に

際して必要なのは、発達的視点です。子どもに対しての
アプローチだけでは厳しいのです。親に代わる養育者と
子ども、この子どもにとって養育者の存在が絶対的に必
要になるのです。親と子の関係性の病理がマルトリート
メントです。ですから、子どもだけを元気にするではな
く、親との関わり、関係性を通して再形成させるのです。
先程の FくんとMくんも保育士との関係性ができて、

アタッチメントの再形成ができるのです。発達的視点で
とても大事なのは、この養育者、これが必要になるとい
うことが分かったのです。
トラウマ焦点化認知行動療法：TF-CBTもどんどん盛

んになってますが、まだ限られた施設でしかできません。
なぜかというと、アメリカのトレーナーが受ける専門家
しかできないからです。
マインドフルネスは良いです。ストレス軽減にもなり

ますし、どこでもできます。自分が呼吸にフォーカスし
て内面を見つめるという作業です。禅、瞑想です。ヨガ
でもできます。
私はこのような感じで見守っています。10年以上で付

き合いの長い愛着障害の子どもさんは、トラブルが起こ
ります。もう10回以上学校のガラス窓を破ってきたと思
います。でもトラブル時は静かな部屋に移す、それから
頭ごなしに怒らないでとしています。そして、キーパー
ソンは心理士、情報の臨床心理士さんです。情報の循環
を見出す、このわれ囲むというスタンスです。これがと
ても大事です。
そして皆さんができることは、「おせっかい（お節介）」

です。これは東京都の虐待防止啓発のゆるチャラです。
おせっかいの “かい ”は「貝」だそうです。このように
「おせっかい」としている人たちが必要なのです。
これくらいがいいのです。今の世の中、みんなが子育

て困難な家庭に寄り添ったり、その親の話を聞いてあげ
たりするのです。責める対応ではなく、寄り添う対応、
そして、子どもを見守ってあげます。場合によっては子
どもを褒めてあげるのです。さらに、そのような家庭の
情報を他機関につないでいきます。このようなおせっか
いを焼くことは一人ではありません。みんなでおせっか
いを焼かないといけないのです。そのような時代に入っ
ていることを知っていただきたいです。
これは、ヘックマンらシカゴ大の教授が、社会的奉仕

の費用対効果を出しました。これはあまりにも有名です。
そして、ノーベル経済学賞を取りました。就労支援や学
校教育にも早い時に投資し、この時期にマルトリートメ
ント対策をしていただきたいのです。
それは啓発です。このように講演会で皆さんが知った

知識をみんなにばら蒔くしかありません。そして虐待は
早めに相談に行くのです。これはモデル事業になってい
ますが、もっと全国の自治体に広がり、更に10代で臨ま
ない妊娠をして出産するなど、このような児童福祉、相
談役、これが必要ではないでしょうか。これも「おせっ
かい」です。私は声を大にして言いたいです。「親が子
どもをマルトリートメントする社会のシステムを変えな
いと、この世の中は終わっちゃいます」と。本当に次の
世代は大変な時代になります。2030年には日本の労働人
口は1000万人減るのです。経済力も落ちていきます。ど
んなにみんなが頑張っても、もう次の世代は大変です。
そこを知っていただきたいです。
私は、虐待を防ぐ方法だけではなく、子育て困難に対

する対策の研究を社会技術研究開発センター、リスペッ
クスの研究を、分野を超えた仲間としています。法律や
警察や学校教育、色々な人と手を取り合い、無い知恵を
出し合って、地域社会と一緒に研究をしています。なぜ
かというと、この頂点の方で養育失調や養育困難ではな
く、母子保健、ここがやはり大事であると思っています。
予防も出来ることが大事です。
そこで私たちの新しい研究成果が出ました。普通の

親、お母さんも子育てをしていると心が折れるのです。
気分が落ち込むのです。これはうつ病などと違って、早
い時期に脳の働き、共感性、感情を読み取る脳の働きが
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落ちることに気付いて周りのみんながおせっかいを焼く。
これをしないといけないということです。
初めてこれを今年の２月５日に文科省でプレスリリー

ス致しました。これは早い時期にお気付きになって、み
んながおせっかいを焼けるのではないかと、大変良い
成果だと自負致しております。心の働きというのは、普
通の親でも落ちるのです。今、お母さん７人中１人が臨
床行きの抑うつです。こうなったら大変です。子育てが
中々できなくなってしまうからです。でも予備軍もあり
ます。それを何とか早い時期に気付こうと思っています。

（スライド）
これは厚労省の委託で、統計が出ています。青が2002

年、グレーが2014年です。たったの12年間でこんなに
減っているのです。何が減っているかというと、子ども
の子育ての悩みを相談できる人です。いわゆる近くに
「おせっかい」がいなくなっているのです。そして、子
どもを預けられる人もそうであり、これも「おせっかい」
です。そして、子どもを叱ってくれる人も減っています。
それは、半分以下なのです。これも「おせっかい」が
減っているということです。少子化、家族や地域の繋が
りの希薄化など、養育環境が変化する中で、子育てが孤
立化して、「弧育て」になっているのです。これを何と
かしないといけません。子育てが孤立化していることは、
社会的な孤立であり、家族が孤立してしまったら良くあ
りません。そのために、やはり「褒め育て」をしていか
ないといけないのです。
アロペアレンティング、共同体の子育てが必要な今の

時代、実の親だけではなくて、社会で子どもを育てない
といけないのです。
そこで厚かましく命名致しました。「とも育児」。家族

の脇にいて、共に「寄り添う」です。「とも育児」、これ
が大事ではないかと思っています。これからも、啓発に
努めていこうと思っています。
これは図書館で借りてください。TEDx無料でダウン

ロードできます。無料でダウンロード、動画ですので無
料でご覧いただけます。アタッチメントです。日本語で
今日のおさらいが13分で出来ます。恥を忍んで TEDxに
も登壇致しました。
「サイエンス」は、世の中のものの見方を変えると私
は思っています。NASAの宇宙飛行士が地球の外に飛び
出して、初めて地球を、人類にとって掛け替えのないオ
アシスだと気付いたのです。これがサイエンスです。私
たちの生き方、人生、それから社会そして未来。忘れて
ならないのが、次の世代を担う子どもたち。彼らの幸せ
もサイエンスです。この「サイエンス」は、ものの見方
を変えてくれると思っています。
ご清聴ありがとうございました。
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